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Lかし､アメリカの社会学者であ る タル コツ
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フ レッ ド･シュッツ7) (AlfredShuts)が指摘す
るように､我々が他の社会システムと対する時に
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は､それらのシステムがすでにそれら自体で名前
をつけ､どう生きるかを決め､世界をどのように
解釈するかを知っているものである｡我々はそれ
らに名前をつけようと思えばつけることもできる
が､それら自らの意志に合致しない限り､我々の
定義を理解し受け入れさせることは期待 で きな
い｡我々は､人々のもつ常識の体系､すなわち日
常的な見方を奪いさることはできない｡それらは
すでに一つのパターンをもった意味と理解の全体
系であり､我々にできることはそれらを理解しよ
うと努めることでしかなく､それはその人々のも
つ思考方法から出発しその思考方法に従って理論
を構築することである｡
すなわち､組織は､船が渡を切って航行するよ
うに環境に対時しているのではない｡組織は環境
を選択し､解釈し､創造していくものな のであ
るO
要 約
個人や組織の行動は､それらが環境に対してど
のような意味を与えているかを考えたときに始め
て理解できるものである｡｢複雑な市場｣とい う
表現は､文化的な理解というよりむしろ非客観的
な記述といえよう｡いったい誰にとって複雑なの
だろうか｡エジプト人にとってであろうか｡それ
とも､アメリカ人にとってであろうか｡過ちを捜
すフィードバック･セッションは､アメリカの経
営文化にしたがえば ｢有益な振り返り｣になりう
るが､ ドイツの経営文化においては ｢失敗につい
ての強制的な告白｣なる可能性もある｡同じこと
が､ある文化では<組織で働く者を>鼓舞するこ
とにもなり､別の文化では<同じ者を>落胆させ
ることにもなるo
Lたがって､組織とその構造は､客観的事実以
上のものであり､人々の措く精神的なモデルを実
現したり<実現できずに>欲求不満を表す場を含
んでいる｡
｢唯一最善の組織化の方法｣があるのではなく､
文化的に適したものや他に比べて効率的な方法な
ど､いくつかの方法があって､それらの全てが､
国際的管理者が外国の文化に対応しようとすると
きの追加的な手段になるのである｡
(いはら ひさみつ 助教授)
(1996.1.17 受理)
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